■　学校の共通目標（様式1）
学力向上のための重点プラン【小学校】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新宿区立落合第五小学校

	授業づくり
	重　点
	・個に応じた学習指導と評価を工夫・改善し基礎学力の定着を図る。
・一人一人が考えをもてるような学習を展開し、考えを伝え合う工夫をし、思考力と表現力を高める。
	中間評価
	・担任教諭だけでなく専科教諭も交えて朝学習を行ったり学習状況の情報交換を行ったりして指導法などを工夫している。今後も引き続き行い、教師全員で全校児童の一人一人の学力を向上させていけるように指導していく。
・児童が一人一人自分の考えをしっかりともてる授業展開ができるように教師同士がお互いの授業を見合い、授業の展開について学び合っている。学び合ったことを意識し、よりよい授業の構築に教師一人一人が引き続き努めていく。
	最終評価
	

	学級（教科）経営
	
		・「分かる」喜びを実感させ、自ら学ぼうとする意欲が向上するよう、集団での指導（一斉指導やグループ学習）と個に応じた指導（個別指導）の工夫と充実を図る。



	
	・個、ペア、小集団、全体と指導形態をどの学年も工夫しているので、今後も引き続き工夫していく。また、「分かる」「できる」喜びを実感できる課題を教師が吟味し、児童自らの学ぶ意欲が向上できる授業を展開できるように教師の授業力向上に引き続き努めていく。
	
	


■　学年の取組み内容
	学年
	教科
	学習状況（10月）
	課　題（10月）
	改善に向けた取組み（10月）
	最終評価（２月）

	１
	国語
	学　新出漢字の学習に意欲的に取り組み、音読や日記を書くことも楽しみながら取り組めている。
学　読書を楽しみにしている児童が多いが、図鑑や漫画、ゲーム的な要素のある本ばかり手に取る子も少なくなく、登場人物の気持ちを想像する力がついていない。
	・正しい姿勢で、正確に文字を書くこと。
・「は、を、へ」の助詞を正しく使うこと。
・点や丸をつけながら、文章を書くこと。
・物語などのお話を進んで読み、お話の世界を楽しむこと。
	・空書きをしながら、筆順の確認をこまめにしていく。
・日記や作文を書く機会を週に１時間はとり、正しく助詞を使えるように練習を重ねていく。
・文を書いたあとに読み返す習慣をつける。
・図書の時間だけでなく、音読の家庭学習でも様々な本を手に取る児童に声がけをする。
	　　　

	
	算数
	学　楽しく算数の学習に取り組む児童が多い。
学　文章題や、テストの問題をよく読まずに、答えを間違える児童がいる。
学　機械的に計算をすることはできるが、意味を理解していない児童がいる。
	・問題をよく読み、考える習慣を付ける。
・計算の仕方の意味を理解し、言葉で説明できるようにする。
	・文章題では、分かっていること、聞かれていることに線を引かせ、問題を把握できるようにする。
・具体物の操作や、具体物と式を照らし合わせながら指導をすることを通して、計算の仕方の意味を理解できるようにする。計算の手順を言葉で言わせ、身に付けさせる。
	

	学年
	教科
	学習状況（４月）
	課　題（４月）
	改善に向けた取組み（４月）
	中間評価・追加する取組み（10月）
	最終評価（２月）


	２
	国語
	学　読書が好きな児童が多く、想像を広げながら読むことが得意である。しかし、正確に読むことは個人差が大きい。
学　漢字等の言語事項は、継続して練習に取り組める児童が多い。しかし、自分が書きたい文章に活用できる児童は少ない。
	・「～が・は」などの主語を意識づけし、それが「どうした・どうなった」ということを一つ一つ捉えられるようにすること。
・既習の漢字を正しく使えるようにすること。
	・国語の教科書から文章を細かく切り取り、主語と述語を意識するために、「だれが」「なにが」「どうした」を穴埋め式の問題でノートに解かせる。
・細かく添削をして間違いを指摘する。できている場合や、漢字を積極的に取り入れている児童の作文を紹介し、称賛する。その場合、ICT機器を活用し広く伝えるようにする。
	・主語や述語を意識できるようになってきた。今後はノート指導に合わせて文章を書く機会を増やし、実際に作文をしながら正しく使えるようにする。
・漢字はもちろん、カタカナも適切に使えるよう、国語の授業に限らず、文章を書く際は指導するようにする。
	

	
	算数
	学　たし算やひき算の反復練習は好んで取り組む児童が多い。
学　文章題などの、自分で問われていることを見つけ、立式することが苦手な児童が多い。
学　算数への興味・関心は高く、授業中はよく発言をする児童は多い。
	・文章問題で聞かれている意図を読み取れない児童がいること。
・ひっ算の手順は理解できているが、自分一人で行うと「＋」が抜けていたり、位を間違えたりする児童がいること。
	・朝学習の時間を活用し、文章問題のみを解く時間を設け、反復練習を継続的に行う。
・「＋」が抜けていたり、位を間違えたりしたら、その都度指摘する。また、教師の前で実際に問題を解かせる時間を設け、正しい手順でできているか全員のチェックを行う。
	・反復練習を継続して行う。

・人数が多いので、教員の前で実際に計算処理や作図を行う機会が少ない。ティーム・ティーチングにより、意識的に一人一人に掛ける時間を増やし、作図や計算処理を正しくできるようにする。
	

	３
	国語
	調目標値を８ポイント上回っているが言語事項の理解の観点が他の観点に比べるとやや低い傾向にある。
学通常の授業では読み取る力に課題がある。
	・「を」と「は」の正しく使うこと。
・促音の「っ」を正しく使うこと。
・既習の漢字を使い、文章を書くこと。
・読み取る能力を高めること。
	・毎週金曜日に日記の宿題を出し、その中で間違いがあれば
指摘する。
・板書を使ってわかりやすく解説する。
・作文や日記の中で習った漢字を使うように添削をする。ひらがなばかりの文章と漢字を使った文章を見比べて、漢字を使うと文章が読みやすくなるということに気付かせる。
・登場人物の心情や情景の様子にサイドラインを引かせ叙述に即して想像させたり、問いと答えの考えを常に意識させたりしながら確実に指導していく。
	・書く活動の中で、間違いが減ってきた。漢字も使えるようになってきている。今後も書く機会を確保し、その中で言葉遣いや漢字の指導をしていく。
・サイドラインを引かせて叙述に即して想像させる活動に、児童は慣れてきた。今後もどの言葉からそのように思ったのかを考えさせる授業をし、読み取る力を高めていく。
	

	
	算数
	調目標値にほぼ到達しているが表現力の観点では９ポイント下回っている。
学力の個人差が大きい。
学計算より文章問題を苦手としている児童が多い。
・正確に問題を解くことより早く問題を解くことに意識が向いている児童がいる。

	・自分の考えたことを図や式、言葉で表現すること。
・九九を素早く正確に言えるようにすること
・引き算の苦手意識を克服すること。
・テストでの「数学的な考え方」の領域の点数が低い。
	・自分の考えを表現できるように「文型」や「話型」を提示する。
・習熟に応じたグループ分けをし、きめ細やかに指導を行う。
・朝学習に計算問題を時間の限りできるだけたくさんさせるようにし、既習内容の定着を図る。
・正確に問題を解くことの大切さを説き、継続的に声かけをしていく。
・問題を正確に読むことを伝える。授業中に文章問題を多く取り上げ、慣れさせる。
	・自分の考えを発表する機会を多く設けたことによって、発表することに慣れてきた児童が増えた。
・習熟度別指導によって、教える人数が少なくなり、その結果どの程度できているのか、つまづいているところなどを細かく見ることができている。
・練習問題やテストでは見直しをすることの大切さを説いている。引き続き声かけをしていく。
	

	４
	国語
	調目標値を１５ポイント上回っているが、観点別にみると要点を読み取り自分でまとめる力がやや低い。
学学習習慣が定着していない児童がいる。
	・要点を読み取り文章にすること。

・基本的な学習内容を身に付けさせること。
・既習の漢字を活用すること。
	・まとめている言葉や文末表現などを意識させて要点をまとめさせるように指導する。
・問いと答えを意識させながら読ませる。
・「家庭学習頑張り週間」を学期に２度設定し、その週は保護者の協力とともに徹底して家庭学習に取り組ませる。
・児童一人一人のつまずきを把握するために週１回の漢字テストを行う。またつまずきが多かった箇所については学級全体で共有し、同じミスをしないように指導する。
・授業等で習得した内容を活用させることに重点を置く。
　ノート、観察カード、ワークシート等で活用するように指導し活用させることにより言語事項を定着させる。
	・接続詞の種類、使い方指導時間を増やし指導する。１１月に説明文単元があるので、その学習で徹底する。
・「家庭学習頑張り週間」では短期集中させることにより意識と意欲を高めることができた。家庭で協力して頂くこと
　により家庭の意識も高めることができた。しかし家庭学習の習慣化については個人差が大きいので個に応じて声を掛け、支援していく必要がある。
・学級全体でつまずきを共有したことにより同じ間違いの繰り返しが少なくなった。
・教師側の意識がやや希薄だった。今後は授業で学習したことを他教科にも生かすように意識的に指導していく。
	

	
	算数
	調　目標値を１４ポイント上回っている。観点別に見てもどの観点も１５ポイント以上上回っている。
学・学習に意欲的に取り組む。学習内容の定着に差がある
・調査では正答率は平均を上まっているが、通常の学習の様子からは自分の考えを表現する力が弱い。
	・課題と向き合い自力で解決しようとする意識を高めること。
・図や式、言葉で表現する力をつけること。
	・習熟度別授業ではどの児童でも自力で解決できるような課題を提示し「できた」「分かった」と実感できる授業を構築する。また学習意欲の高い児童には「もっとやりたい」という思いがもてる課題を工夫し提示する。
・自分の思考を整理して書く「文型」や整理した内容を相手に伝えるための「話型」を掲示し、どの児童も自力で思考・表現できるような支援をする。
	・既習内容を授業の前に確認し、それを生かして自力解決できるような課題を提示した。それによって児童が自分の力で解決できる頻度が高くなり学習意欲につながった。今後は意欲の高い児童に対する課題をさらに工夫していく。
・「まず」「次に」「だから」という文型を提示することにより、児童が自分の考えを文章で表現できるようになった。今後は、より相手意識をもって自分の考えを表現できるように図や式の使い方を指導するとともに、自分の考えが相手に伝わる喜びや相手の考えを理解できる喜びを感じさせる工夫をし、授業を構築していく。
	

	５
	国語
	調目標値を６ポイント上回っているが観点別にみると自分の考えや主張を分かりやすく伝える力と要旨を理解する力がやや目標値を下回っている。
学「書くこと」への苦手意識が高い。
	・自分の考えや主張を分かりやすく伝える力を高めること。
・要旨をまとめる力を高める。
・「書くこと」への抵抗感や苦手意識を減らすこと。
	・一人一人が自分の考えをもって学習に臨めるよう、時間を十分に確保したり、ペアやグループでの教え合いや伝え合いを学習に取り入れたりする。
・問いと答えの関係を意識させながら要点を確実にまとめ、要旨をとらえさせる。
・書き出しや観点を提示したりして、「書くこと」への抵抗感を減らす。
	・個別、ペア、グループなど様々な学習形態を意図的に取り入れることで伝えることへの抵抗感が少なくなってきた。
・要旨をまとめたり、自分の考えを書いたりする際には、書く際の手助けになる言葉の有無や色々な形式の用紙などを用意し、自分の課題に合った書く方法を選択して取り組ませることで、「書くこと」への抵抗感を少なくすることができた。
	

	
	算数
	調ほぼ目標値に到達しているが、基本的な計算の仕方の処理がやや下回っている。
学学習の内容の定着に差があり、二極化している。
	・基本的な計算の仕方を理解し処理する力をつけさせること。
	・習熟度別授業の中で、繰り返し基礎的事項を定着させることはもちろん、算数的活動を取り入れ、具体物を操作したり、生活に密着した場面を課題にしたりして、一人一人が自分の考えをもって学習に参加できるようにする。
	・一つ一つの問題を正しい順序で確実に解くよう指導してきたことで、着実に力を付けている。
・文章題への抵抗感があるので、分かっていることや問われていることなどを確認したり、図や数直線などを使って問題場面を表したりする学習をより丁寧に行う。
	

	６
	国語
	調目標値を９ポイント上回っているが自分の考えや主張を分かりやすく伝える力が２ポイント下回っている。
学　国語科だけでなく他の場面でも話をしっかり聞こうとする意欲は低い。
読む力・書く力に関しては、個人差が大きい。
	・自分の考えや主張を分かりやすく伝える力を高めること。
・話をしっかりと聞こうとする意欲を高めること。
・要点を押さえながら話を聞く力を高めること。
・読む力・書く力を高めること。

	・自分の考えをもたせるための活動を取り入れ、さらに「話型」などを使い分かりやすく表現する場を意図的に位置づけ指導する。
・話している内容のキーワードは何かを考えながら話を聞くよう指導する。
・習熟度に応じた指導をしていく。読む力については、定着度の高い児童に対しては教科書教材以外の文章を積極的に読ませる。定着がなされていない児童に対しては文章を一緒に読み進めながらあらすじや要旨を一緒に考えていく時間をとる。
・書く力については、定着度の高い児童に対して自分の書いた文章がよりよくなるための表現や書きぶりについて再度考える時間を取るようにする。定着がなされていない児童に対しては自分が伝えたいことが伝わるように、全体の構成を一緒に考える時間をとるようにする。
	・自分の考えをもたせるための活動を取り入れることで自分の考えや主張を分かりやすく伝えようとする意識が出てきた。今後は、分かりやすく伝えるための語彙や表現の工夫について指導していく。
・学級討論会や聞く・話すことの様々な活動を取り入れたことで、要点を捉えながら話を聞く姿勢が身に付いてきた。
・書く力・読む力については、習熟度に応じた指導をしたことで、一人ひとりの読みの力・書く力がついてきた。しかし、定着度していない児童に対しては、さらに個別の指導を行っていく。

	

	
	算数
	調目標値は９ポイント以上上回っている。どの観点においても目標値を１５ポイント以上上回っているが、基本的な計算の仕方の理解と処理の観点は他の観点と比べるとやや低い傾向にある。
学ほぼ学習内容が定着しているが、丁寧に課題に取り組まず
ケアレスミスをする児童もいる。
	・学力調査にも表れているよう、基本的な知識、技能は着実に身に付いている。
・丁寧に学習に取り組むこと。

	・子どもたちがさらに算数に興味をもつような算数的事象を取り上げて紹介していく。
・丁寧なノート指導と見直しを徹底させる。
	・算数に興味をもつような算数的事象を取り上げ紹介することで、児童の意欲を高めることができた。
・丁寧なノート指導と見直しについては、定着していない児童が多いので、引き続き指導をしていく。
	

	音楽
	・進んで歌ったり、体を動かしたりすることが好きで、どの学年においても抵抗なく表現することができる。また、友達の良いところを認め、表現の仕方を友達から取り入れ、自身の表現に生かそうとする姿が見られる。
・歌詞の内容から情景や登場人物の気持ちを読み解ること、旋律やリズム伴奏の感じから曲想が変化することなどをしっかりと聴き取り、表現の仕方に繋げようとしている。

	・歌う力のある児童にひっぱられて歌えるところから、自分からいい声をだしたいと一人一人が思って歌うところまで高めたい。
・ﾘｺｰﾀﾞｰや鍵盤ハーモニカの基礎的な力（タンギング、
呼吸法、姿勢、軽やかな指の動きなど）でつまずいている児童が多くいる。
・楽譜を読む力、階名唱できる力をもっとつけ、自分たちでどんどん練習が進められる力をつけたい。

	・豊かな歌声の出し方、ﾘｺｰﾀﾞｰや鍵盤ハーモニカの正しい吹き方、に必要なタンギングのつけ方、息の使い方、姿勢、呼吸の仕方などの基本的な力を学年に応じた目標を見極め、身につけさせていきたい。仲間と声を合わせて合唱して美しいハーモニーを感じたり、音色を聴き合いながら合奏したりする経験を通じて音楽の楽しさを伝えられるようにしたい。
・ペア、グループで練習したり、見合ったり、教え合ったりする場面を作って仲間とコミュニケーションを取る中で力を合わせてできた喜びを感じさせたい。
・鑑賞で、いろいろな音楽を聴かせ、美しい音色、歌声のイメージをつかませる。
	・歌唱面では声の出し方に気を付け美しい声を出そうとする児童が多くいるが、高学年にいくに従い姿勢のくずれが出てきているので指導を繰り返していきたい。
・ﾘｺｰﾀﾞｰ,けんばんハーモニカでは息の使い方、タンギングなどの基礎的な力は付いてきている。
・歌唱、器楽の基礎的な力が、思いや意図につながっていくよう意識させる。
・リズムや旋律を作り、楽器や歌で演奏できる力を付けていく。
・どの学年にも合奏を取り入れ、グループで練習したり、みんなで心を合わせたりさせることの大切さと楽しさを経験させる。
	

	図工
	・児童相互が作品の鑑賞会を行う中で、アートカードによる鑑賞会を行う過程で一人一人の児童が自分の意見を持ち発表出来るようになってきている。また、作品作りの時も、友達の表現のよさに気づき、発表できる児童はいる。
・自分の思いや願いをもって表現できる児童がいる一方で、表し方に迷う児童の姿も見られる。

	・一人一人がお互いの作品に興味を持ち、進んで鑑賞できる態度を育てる。　


・表現の前の段階で一人一人がイメージを広げられるようにする。
・描画材や材料と関わりを通して、「こうしたい」という思いをもつことができるようにする。
	・作品鑑賞を一学期に一度は行い、鑑賞カードを活用して、お互いの作品のよさや表現の工夫を認め合えるようにする。


・事前に材料を児童自身に集めさせたり、テーマについてキーワードをいくつも考えさせたりする。
・様々な材料を体験させると同時に、児童の気付きをもとに試行錯誤のできる題材設定をする。
	・展覧会では、縦割り班を活用した相互鑑賞の時間を設定して、互いの作品のよさや表現の工夫を認め合えるようにする。　
　
・引き続き、イメージを広げるためのてだてを準備して、児童の具体的な表現につながる指導をしていく。
[bookmark: _GoBack]・その材料のならではの良さを伝えつつ、児童の実態に合った、具体的な表現の方法を提示できるようにする。
	


　　　　　　※分量は2ページ以上となってもよい。　　
